
1
面

▼「
豊
か
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ

を
送
る
た
め
に
〜
社
会
参
加

と
健
幸
の
秘
訣
」

　
１
月
23
日
10
時
、
深
沢
学

習
セ
ン
タ
ー
。
講
師
は
神
奈

川
県
立
保
健
福
祉
大
学
の
根

本
裕
太
さ
ん
。
鎌
倉
市
在
住

者
対
象
。
無
料
。
要
申
込
。

鎌
倉
市
市
民
健
康
課
☎
61
・

３
９
７
７

▼
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
長 

秀

吉
を
支
え
た
補
佐
役
の
真
実

　
１
月
24
日
13
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
秀
長
の

「
天
下
統
一
」
や
政
権
で
の

役
割
を
解
説
。
講
師
は
黒
田

基
樹 

駿
河
台
大
学
法
学
部

教
授
。
無
料
。
往
復
は
が
き

か
ネ
ッ
ト
で
申
込
〜
13
日
。

☎
25
・
２
０
３
０

▼
認
知
症
講
演
会
と
家
族
の

つ
ど
い
「
認
知
症
と
共
に
生

き
る
」

　
１
月
25
日
逗
子
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
。
10
時 

家
族
交
流

会
、
13
時
、
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会 

三
橋
良
博
さ
ん

の
講
演
で
「
忘
れ
て
も
心
は

生
き
て
い
る
」。
53
歳
で
若

年
性
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た 

さ
と
う
け
い
こ
さ
ん
の
講
演

も
。
無
料
。
要
申
込
。
逗
子

市
社
会
福
祉
課
☎
０
４
６

・
８
７
３
・
１
１
１
１

▼
精
神
保
健
福
祉
講
演
会
〜

み
つ
め
て
み
よ
う
い
ろ
ん
な
こ

こ
ろ 

「
ど
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た

か
？
」
上
映
＆
監
督
ト
ー
ク

　
１
月
25
日
９
時
40
分
、
鎌

倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
上

映
と
藤
野
知
明
監
督
ト
ー

ク
。
無
料
。
要
申
込
。
地
域

生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

ら
い
む
☎
61
・
３
２
０
５

▼
講
演
会
「
ひ
き
こ
も
り
か

ら
動
き
だ
す
ヒ
ン
ト
と
は
〜

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
経
験
者

が
、
未
来
を
つ
か
ん
だ
方
法
」

　
１
月
31
日
10
時
、
逗
子

文
化
プ
ラ
ザ
。
ひ
き
こ
も

　

鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

 

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

 

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

 

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
・
北
鎌
倉

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ 
☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

 

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
中
央

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
26
―
３
４
３
１

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

 

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

 

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

 

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

 

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

 

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

鎌倉市中央図書館 （11月分）
　鎌倉市中央図書館(☎25･2611)は11月に一般204冊、
児童書85冊を収蔵した。一般的なものは下記の通り。
　▼「AI のド素人ですが、10 年後も仕事とお金
に困らない方法を教えて下さい！」木内翔大著
KADOKAWA▼「天皇家の存続と継承」歴史文化ラ
イブラリー　本郷恵子著　吉川弘文館▼「山でヒグマ
に遭わない・死なない観察力」稗田一俊著　つり人社
　▼「小さな町の精神科の名医が教えるメンタルを強
くする生活習慣」飯塚浩著　アチーブメント出版
　▼「データが語る気候変動問題のホントとウ
ソ」杉山大志著　電気書院▼「器を知る、楽しむ。」
MAGAZINE HOUSE MOOK 　マガジンハウス
　▼「挑戦する田んぼ　岩波ジュニアスタートブック
ス」安田弘法著　岩波書店▼「50 歳からの美食入門」
中公新書ラクレ　大木淳夫著　中央公論新社
　▼「『東京物語』から『男はつらいよ』へ」吉村英
夫著　中日新聞社▼「谷川俊太郎の日本語」光文社新
書　今野真二著　光文社▼「なんにも知らない義経の
こと」佐々木英治著　海鳥社▼「竹富島に移住して見
つけた人生で大切なこと」三砂ちづる著　幻冬舎
　▼「介護未満の父に起きたこと」新潮新書 　ジェー
ン・スー著　新潮社▼「小泉八雲『見えない日本』を
見た人」光文社新書 　畑中章宏著　光文社

等
広
場
。
鎌
倉
市
消
防
本
部

☎
44
・
０
９
８
２

▽
逗
子
10
日
10
時
、
逗
子
第

一
運
動
公
園
。
逗
子
市
消
防

本
部
☎
０
４
６
・
８
７
１
・

４
３
２
５

▽
葉
山 

11
日
10
時
。
葉
山

小
学
校
。
消
防
職
員
・
消
防

団
員
の
一
斉
放
水
な
ど
。
消

防
総
務
課
☎
０
４
６
・
８
７

６
・
０
１
４
６

▽
藤
沢 

１
月
11
日
９
時
半
、

藤
沢
市
消
防
防
災
訓
練
セ
ン

タ
ー
。
消
防
音
楽
隊
の
ド
リ

ル
演
奏
、
木
遣
り
・
は
し

ご
乗
り
演
技
な
ど
。
☎
０

４
６
６
・
50
・
３
５
７
６

▼
葉
山
「
新
春
の
集
い
」

　
１
月
６
日
11
時
、
葉
山
小

学
校
。
地
域
の
交
流
、
鏡
開

き
、
音
楽
演
奏
な
ど
。
５
百

円
。
申
込
不
要
。
政
策
課
☎

０
４
６
・
８
７
６
・
１
１
１
１

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
誰
で
も
参
加
で
き
る
地
域

食
堂
。
▽
お
て
ら
食
堂
（
安

国
論
寺
）
１
月
４
日
12
時
半
。

▽
二
階
堂
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
16
日
17
時
半
。
▽
ソ

ン
ベ
カ
フ
ェ
28
日
16
時
半
。

各
大
人
５
百
円
、
中
学
生
以

下
無
料
。
要
予
約
。
渡
邉
方
☎

０
９
０・
５
１
９
９・
１
６
５
４ 

flatcafekam
akura@

gmail.com

▼
鎌
倉
風
致
保
存
会

▽
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

１
月
17
日
御
谷
山
林
、
24

日
十
二
所
果
樹
園
。
各
９

時
20
分
現
地
集
合
。
▽
お

２
日
。
入
園
料
４
百
円
。
☎

46
・
２
１
８
８

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

▽
バ
ザ
ー
１
月
11
日
10
〜
13

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）。
※
献
品
受
付 

衣
類
・
雑
貨
・
支
援
用
食
糧

品
。
☎
０
８
０
・
６
６
０
２
・

９
４
９
８
▽
書
き
そ
ん
じ
ハ

ガ
キ
で
ア
ジ
ア
寺
子
屋
支
援

未
使
用
切
手
・
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
な
ど
も
。
鎌
倉
市
関

谷
３
８
７
―
13
鎌
倉
ユ
ネ
ス

コ
協
会
・
小
倉
宛
。

▼
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会

▽
七
福
神
と
日
本
遺
産
を
め

ぐ
る
鎌
倉
歩
き  

１
月
６
・
９

・
13
・
15
日
９
時
、
北
鎌
倉

駅
東
口
集
合
。
約
４
・
５
㎞
。

８
百
円
。
▽
頼
朝
遊
覧
の
地

鐙
摺
か
ら
森
戸
神
社 

20
・

22
・
26
・
30
日
９
時
、
逗

子
駅
集
合
。
約
３
・
５
㎞
。

８
百
円
。
▽
三
浦
一
族
ゆ
か

り
の
満
願
寺
・
清
雲
寺
・
満

昌
寺
を
歩
く 

７
・
23
日
９

時
、
北
久
里
浜
駅
集
合
。
約

５
㎞
。
８
百
円
。

【
休
日
散
歩
】
鎌
倉
山
散
歩 

24
日
９
時
半
、
湘
南
モ
ノ

レ
ー
ル
大
船
駅
改
札
裏
広
場

集
合
。
約
４
㎞
。
８
百
円
。

保
護
者
同
伴
小
中
学
生
無

料
。
☎
24
・
６
５
４
８

▼
春
の
七
草 

ど
ん
ど
焼
き

　
１
月
12
日
13
時
半
〜
、
鎌

倉
中
央
公
園
。
14
時 

ど
ん

ど
焼
き
（
持
込
15
時
ま
で
）。

七
草
・
お
団
子
セ
ッ
ト
２
百

円
。
鎌
倉
市
公
園
協
会
☎

45
・
２
７
５
０

▼
北
鎌
倉・台
峯
の
緑
を
と
も
に

▽
山
の
手
入
れ
１
月
17
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇

▽
山
歩
き
18
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
台
峯
緑

の
会
。
☎
０
９
０
・
６
５
０

２
・
２
４
７
０

▼
や
さ
し
い
ル
ー
ル
で
だ

れ
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会

　
１
月
18
日
13
時
半
〜
16

時
、
逗
子
ア
リ
ー
ナ
。
ピ
ッ

ク
ル
ボ
ー
ル
、
ボ
ッ
チ
ャ
、

コ
ー
ン
ホ
ー
ル
、
モ
ル
ッ
ク

な
ど
。
無
料
。
申
込
不
要
。

逗
子
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

協
議
会
☎
０
４
６
・
８
７
０

・
１
２
９
６

▼
か
ま
く
ら
福
フ
ェ
ス 

健

康
福
祉
部
×
イ
タ
コ
ト

　
１
月
25
日
９
〜
16
時
、

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

ア
ー
ト
展
示
、
活
動
展
示
、

健
康
測
定
、
福
祉
体
験
、
相

談
会
な
ど
。

▽
「
ど
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た

か
？
」
上
映
＆
藤
野
知
明
監

督
講
演
会 

９
時
40
分
。

▽
未
病
講
演
会
　
11
時
、
い

つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
輝

く
！
姿
勢
と
歩
き
方
。
12
時

半
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
の
視
点

で
学
ぼ
う
！
子
ど
も
の
食

事
。
講
演
会
は
要
申
込
。
問

合
せ
鎌
倉
市
高
齢
者
い
き
い

き
課
☎
61
・
３
９
３
０

▼
多
世
代
交
流
事
業
「
迎

春
！
獅
子
舞
和
太
鼓 

み
ん

な
で
歌
お
う
」

　
１
月
10
日
13
時
〜
14
時
半
、

今
泉
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
。

鎌
倉
在
住
小
学
生
以
上
。
今

泉
囃
子
会
の
獅
子
舞
、
桜
太

鼓
の
和
太
鼓
演
奏
な
ど
。
無

料
。
☎
45
・
４
６
１
１

▼
第
12
回 

か
な
ぶ
ん
連
句

会
「
花
咲
く
蕪
村
の
巻
」

　
１
月
18
日
13
時
半
、
神
奈

川
近
代
文
学
館
。
参
加
者
が

五
・
七
・
五
の
長
句
と
七
・
七

り
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代

表 

新
舛
秀
浩
さ
ん
が
、
当

事
者
が
動
き
出
す
た
め
の
具

体
的
な
対
応
方
法
な
ど
を

講
演
す
る
。
千
円
。
☎
０

４
６
・
８
７
３
・
７
８
５
９

▼
家
族
の
た
め
の
介
護
教
室

　
１
月
17
・
31
日
・
２
月

14
・
28
日
10
時
、
逗
子
市
福

祉
会
館
。
介
護
食
や
介
助
方

法
を
学
ぶ
。
無
料
。
要
申
込

〜
８
日
。
逗
子
市
社
会
福
祉

協
議
会
☎
０
４
６
・
８
７
３

・
８
０
１
１

▼
鎌
倉
の
谷
（
や
と
）
①

　
２
月
７
日
13
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
谷
戸
の

生
活
の
実
態
を
主
に
中
世
を

対
象
に
史
料
か
ら
迫
る
。
講

師
は
高
橋
慎
一
朗 

東
京
大

学
史
料
編
纂
所
教
授
。無
料
。

申
込
は
往
復
は
が
き
か
ネ
ッ

ト
で
。
☎
25
・
２
０
３
０

▼
消
防
出
初
式

▽
鎌
倉
１
月
６
日
10
時
、
山

崎
浄
化
セ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

話
サ
ロ
ン 

10
日
14
時

半
、
鎌
倉

生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
。

☎
23
・
６

６
２
１

▼
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▽
新
春
く
じ 

１
月
４
・
５
日

９
時
〜
。
花
苗
な
ど
が
当

る
無
料
く
じ
。
▽
カ
レ
ン

ダ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト 

６
日
９

時
〜
。
▽
七
草
が
ゆ 

７
日

９
時
半
〜
。
無
病
息
災
を
願

う
。
無
料
。
▽
フ
ラ
ワ
ー
コ

ン
サ
ー
ト 

11
・
18
日
11
・

14
時
。
無
料
。
▽
園
長
さ

ん
ぽ 

12
日
10
時
頃
。
▽
バ
ラ

の
冬
剪
定
講
座 

10
日
10
時

半
・
13
時
半
。
無
料
。
▽
園

長
と
学
ぶ
！
カ
カ
オ
＆
チ
ョ

コ
レ
ー
ト 

２
月
11
日
10
時
・

13
時
半
。
千
円
。
申
込
〜
26

日
。
▽
色
鉛
筆
植
物
画
教
室 

２
月
14
日
10
時
・
13
時
半
。

２
千
円
。
申
込
〜
26
日
。

▽
春
の
デ
ジ
カ
メ
教
室 

２

月
21
日
９
時
半
・
13
時
半
。

千
円
。
申
込
〜
２
月
２
日
。

▽
春
の
こ
け
玉
盆
栽
づ
く

り 

２
月
23
日
10
時
・
13
時

半
。
２
千
円
。
申
込
〜
２
月

の
短
句
を
互
い
違
い
に
組
み

合
わ
せ
て
詠
み
一
つ
の
作
品

を
完
成
さ
せ
る
。
選
者
は
小

島
ゆ
か
り
さ
ん
、
辻
原
登
さ

ん
、
長
谷
川
櫂
さ
ん
。
無

料
。
要
申
込
。
☎
０
４
５
・

６
２
２
・
６
６
６
６

▼
ダ
イ
ア
ロ
グ
・
イ
ン
・
サ

イ
レ
ン
ス
・
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

in
逗
子

　
１
月
31
日
12
・
14
・
16
時
、

逗
子
文
化
プ
ラ
ザ
。
音
の
な

い
空
間
で
自
由
に
〝
伝
え
る

力
〞を
体
験
。
２
千
５
百
円
、

前
売
２
千
円
。
高
校
生
以
下

千
５
百
円
、
前
売
千
円
。
☎

０
４
６
・
８
７
０
・
６
６
２
２

▼
葉
山
の
農
産
物
即
売
会

　
１
月
９
日
11
時
半
、
葉
山

福
祉
文
化
会
館
。「
第
66
回

葉
山
町
農
産
物
品
評
会
」
出

品
の
農
産
物
の
販
売
。
葉

山
町
都
市
経
済
部
産
業
振

興
課
☎
０
４
６
・
８
７
６
・

１
１
１
１

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
１
月

30
日
８
時
〜
14
時
半
。
雑
貨

･

衣
類･

手
造
り
品
な
ど
約

20
店
。
▽
骨
董
市
31
日
７
時

半
〜
14
時
半
。
※
フ
リ
マ
・

骨
董
市
出
店
者
募
集
中
。
片

岡
方
☎
０
９
０ 

・
５
４
４
２ 

・
３
７
７
８

閉
幕
式
の
フ
ィ
ナ
ー
レ（
市
提
供
）

考
古
学
か
ら
見
た
中
世
都
市
鎌
倉

中
世
都
市
鎌
倉
の
研
究

は
、
１
９
７
０
年
代
後
半
に

本
格
的
に
始
ま
っ
た
考
古
学

の
発
掘
調
査
に
よ
り
飛
躍
的

に
進
ん
だ
。
し
か
し
そ
の
成

果
を
知
っ
て
い
る
市
民
は
、

ほ
ん
の
少
数
の
歴
史
愛
好
家

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
半
世

紀
で
判
明
し
た
新
た
な
鎌
倉

像
を
紹
介
し
た
い
。

治
承
４
年
（
１
１
８
０
）、

源
頼
朝
が

鎌
倉
に
入
っ

て
「
幕
府
」

を
開
く
。
た

い
て
い
の
人

に
と
っ
て
、

鎌
倉
史
は
こ

こ
か
ら
始
ま

る
に
違
い
な

い
。
だ
が
実

は
そ
れ
は
、

こ
の
地
の
長

い
歴
史
の
延

長
線
上
に
起

き
た
出
来
事

と
い
う
べ
き

な
の
で
あ

る
。

一
般
社
団
法
人　

鎌
倉
・
中
世
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
長　

馬
淵
和
雄

周
辺
丘
陵
地
帯
を
お
も
な

生
活
の
場
と
し
て
い
た
遠
い

祖
先
た
ち
が
、
旧
市
内
の
平

地
に
住
み
始
め
た
の
は
約

２
０
０
０
年
前
の
弥
生
時
代

中
期
の
こ
と
で
あ
る
。
鶴
岡

八
幡
宮
の
東
方
、
千
年
以
上

の
ち
に
頼
朝
が
置
い
た
幕
府

（「
大
倉
幕
府
」）
の
南
側
に

大
き
な
集
落
が
営
ま
れ
る
。

後
期
に
は
由
比
ガ
浜
の
海
岸

砂
丘
に
も
集
落
が
広
が
る
。

古
墳
時
代
前
期
に
は
逗
子

（
中
世
ま
で
は
鎌
倉
郡
）
の

山
上
に
２
基
の
90
ｍ
級
前
方

後
円
墳
が
造
ら
れ
（「
長
柄
・

桜
山
古
墳
群
」）、
後
期
に
は

由
比
ガ
浜
の
和
田
塚
付
近
に

少
な
く
と
も
７
基
以
上
の
円

墳
群
が
形
成
さ
れ
る
（「
下し
も

向む
か
い

原は
ら

古
墳
群
」）。
後
者

か
ら
は
埴
輪
も
数
体
出
土
し

て
い
る
（
現
京
都
大
学
蔵
）。

和
田
塚
は
明
治
時
代
半
ば
ま

で
は
「
無
常
堂
塚
」
と
呼
ば

れ
る
円
墳
で
あ
っ
た
。

現
代
の
街
構
造
の
原
型
は

飛
鳥
・
奈
良
時
代
に
始
ま
る
。

鎌
倉
の
地
図
か
ら
、
い
や
頭

の
中
か
ら
鶴
岡
八
幡
宮
と
若

宮
大
路
を
除
い
て
み
よ
う
。

す
る
と
そ
れ
以
前
の
構
造
が

見
え
て
く
る
は
ず
だ
。
７
世

紀
後
半
か
ら
10
世
紀
に
か
け

て
、
鎌
倉
に
は
現
在
の
御

成
小
学
校
校

庭
を
中
心
に

相
模
国
鎌
倉

郡
の
郡
役
所

（
郡ぐ
う

家け

）
が

置
か
れ
た
。

１
９
８
４
年

の
調
査
で
発

見
さ
れ
た
建

物
群
の
大
き

さ
に
は
誰
も

が
驚
く
だ
ろ

う
。「
乙い
っ

巳し

の
変
」（
６
４
５

年
）
後
に
始
ま
っ
た
政
治
改

革
で
列
島
に
「
五
畿
七
道
」

制
が
敷
か
れ
、
初
期
東
海
道

が
鎌
倉
を
通
過
す
る
。
大
和

か
ら
出
た
東
海
道
駅
路
（
本

線
）
は
、
平
塚
市
に
あ
っ
た

相
模
国
府
を
出
て
稲
村
ケ
崎

か
ら
鎌
倉
郡
中
心
部
に
入

る
。
稲
瀬
川
河
口
の
東
か
ら

北
上
し
、
六
地
蔵
交
差
点
手

前
で
東
に
折
れ
、
閻
魔
橋
で

滑
川
を
渡
っ
て
南
下
、
の
ち

の
光
明
寺
付
近
か
ら
山
を
越

え
て
小
坪
に
下
り
、
逗
子
に
向

か
う
。
そ
し
て
葉
山
大
道
を
経

て
横
須
賀
走
水
か
ら
房
総
半

島
に
渡
り
、
終
点
の
常
陸
国

府（
茨
城
県
石
岡
市
）に
至
る
。

も
う
一
本
、
六
地
蔵
交

差
点
か
ら
郡
家
に
向
か
っ
て

ま
っ
す
ぐ
北
に
延
び
る
道
が

あ
る
。
こ
の
道
は
さ
ら
に
扇

ガ
谷
か
ら
北
鎌
倉
に
抜
け
る
。

現
在
の
今
小
路
か
ら
海
蔵
寺

に
向
か
う
道
の
前
身
で
あ
る
。

道
は
さ
ら
に
藤
沢
市
大だ
い

道ど
う

・

長
後
を
経
て
海
老
名
の
相
模

国
分
寺
に
向
か
う
。
東
海
道

の
支
線
で
あ
り
、こ
れ
を
「
伝

路
」
と
い
う
。「 

大
お
お
み
ち 

・ 

道
だ
い
ど
う 

」

は
古
街
道
の
遺
称
で
あ
る
こ

と
が
多
い
。

平
安
時
代
中
期
、
京
都
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
変
革

が
起
き
、「
中
世
」
と
呼
ば

れ
る
時
代
が
始
ま
る
。
律
令

制
は
形
骸
化
し
て
古
代
的
秩

序
が
崩
壊
し
、
各
地
で
反
乱

が
起
き
る
。
こ
の
と
き
朝
廷

が
鎮
圧
に
向
か
わ
せ
た
武
士

の
多
く
が
乱
の
終
結
後
も
そ

の
地
に
定
着
し
、
軍
事
力
で

覇
権
を
握
る
。
鎌
倉
に
お
け

る
源
氏
は
そ
の
典
型
的
な
例

で
あ
る
。

長
元
元
年
（
１
０
２
８
）

に
房
総
で
大
乱
「
平
忠
常
の

乱
」
が
起
き
、
朝
廷
は
検
非

違
使
平
直
方
を
鎮
圧
に
向
か

わ
せ
る
。
こ
の
と
き
鎌
倉
が

兵へ
い

站た
ん

基
地
と
な
っ
た
。
鎌
倉

に
「
中
世
」
が
や
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。
房
総
に
渡
る
港

と
し
て
六
浦
湾
が
整
備
さ
れ

る
と
と
も
に
、
朝
比
奈
峠
を

越
え
る
往
還
道
が
開
か
れ

た
。
２
年
経
っ
て
も
平
定
で

き
な
か
っ
た
直
方
は
更
迭
さ

れ
、
代
わ
り
に
河
内
源
氏
の

頼
信
と
頼
義
の
父
子
が
派
遣

さ
れ
る
。
忠
常
は
か
つ
て
常

陸
国
で
上
司
で
あ
っ
た
頼
信

に
簡
単
に
降
伏
し
、
乱
は
鎮

ま
っ
た
。
南
北
朝
時
代
の『
詞

林
采
葉
抄
』
に
よ
れ
ば
、
直

方
は
若
き
頼
義
の
才
能
を
見

込
ん
で
女
婿
に
迎
え
、
長
子

（
八
幡
太
郎
）
義
家
が
生
ま
れ

た
と
き
鎌
倉
の
地
を
譲
っ
た

と
い
う
。
以
来
実
朝
ま
で
の

２
０
０
年
近
く
、
源
氏
が
鎌

倉
の
主
と
な
っ
た
。
源
氏
が

不
在
だ
っ
た
の
は
、
平
治
の

乱
（
１
１
５
９
）
に
義
朝
が

参
戦
し
て
か
ら
頼
朝
が
入
る

ま
で
の
21
年
間
に
過
ぎ
な
い
。

源
氏
の
館た
ち

は
後
世
の
寿
福

寺
の
場
所
に
あ
っ
た
。
頼
義

か
ら
４
代
目
の
義
朝
の
館

が
こ
の
地
に
あ
っ
た
こ
と

は
『
吾
妻
鏡
』
に
明
記
さ
れ

て
い
る
が
、
彼
は
自
分
の
館

を
先
祖
か
ら
受
け
継
い
だ
も

の
と
言
っ
て
い
る
（『
天
養

記
』）。
あ
ら
た
め
て
、
鶴
岡

八
幡
宮
の
い
ま
だ
存
在
し
な

い
時
代
の
鎌
倉
を
思
い
浮
か

べ
て
み
よ
う
。
朝
比
奈
峠
か

ら
下
っ
て
き
た
街
道
と
寿
福

寺
か
ら
来
る
道
（「
窟
屋
小

路
」）
が
、
真
直
ぐ
に
つ
な

が
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ

う
。
両
者
は
本
来
1
本
の
道

で
あ
っ
た
。
源
氏
の
館
と
し

て
、
六
浦
往
還
道
の
起
点
ま

た
は
終
点
に
当
た
る
こ
の
地

以
上
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
は

あ
る
ま
い
。

海
岸
寄
り
の
古
東
海
道
と

古
代
郡
家
前
の
南
北
道
、
平

安
時
代
後
期
に
加
わ
っ
た
六

浦
街
道
を
基
本
構
造
と
し
、

そ
の
上
に
鶴
岡
八
幡
宮
と
若

宮
大
路
を
か
ぶ
せ
た
の
が
現

在
の
鎌
倉
で
あ
る
。

平安時代後～末期の鎌倉
　黒が古代、赤が平安時代の道路（筆者作成）

御成小学校校庭で発見された古代鎌倉郡役
所の巨大建物　四角い穴の一つ一つが柱穴
『武家の古都鎌倉』展示図録より

　鎌倉・逗子・葉山の令和８年の新成
人は２，２５２人。
　この３地域の総人口は２５５,６１０人
（令和７年１２月１日現在）で、その
うち新成人の割合は約０.８８％。
　１月１２日各地域で二十歳のつどい
が開催される。

鎌倉・逗子・葉山 新成人

男 女 計 前年比

鎌　倉 748 769 1517 20人増

逗　子 232 242 474 27人減

葉　山 127 134 261 42人減

　
バ
ル
コ
ニ
ー
や
ベ
ラ
ン
ダ

は
、
２
階
に
造
ら
れ
る
こ
と

が
多
く
、
室
内
か
ら
外
部
に

出
ら
れ
る
よ
う
に
造
ら
れ
、

洗
濯
物
や
布
団
干
し
な
ど
に

使
い
、
ま
た
家
に
い
て
外
の

四
季
を
感
じ
ら
れ
る
と
て
も

気
持
ち
の
い
い
空
間
で
す
。

　
施
工
は
建
物
本
体
か
ら
躯

体
を
伸
ば
し
て
造
る
方
法
や
、

外
壁
を
仕
上
げ
た
後
に
取
り

付
け
る
方
法
ま
で
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
。

　
建
物
本
体
か
ら
躯
体
を
伸

ば
し
て
造
ら
れ
た
と
き
、
出

入
り
が
し
や
す
い
よ
う
に
本

体
床
の
高
さ
と
バ
ル
コ
ニ
ー

や
ベ
ラ
ン
ダ
の
床
の
高
さ
を

変
え
て
い
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
出
入
り
す
る
窓
や
扉

が
、
部
屋
の
床
の
高
さ
ギ
リ

ギ
リ
に
施
工
さ
れ
て
い
る
と
、

こ
こ
に
問
題
が
起
き
ま
す
。

　
バ
ル
コ
ニ
ー
や
ベ
ラ
ン
ダ

の
下
に
部
屋
が
あ
る
場
合
は

必
ず
防
水
処
理
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
小
雨
程
度
の
雨
な
ら

問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
台
風

や
大
雨
・
強
風
の
雨
な
ど
の

と
き
、
バ
ル
コ
ニ
ー
や
ベ
ラ

ン
ダ
の
床
と
サ
ッ
シ
の
取
り

付
け
部
分
と
の
差
（
立
ち
上

が
り
）
が
少
な
い
と
雨
水
が

室
内
に
し
み
込
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
防
水
の
問
題
で
は
な

く
、
差
（
立
ち
上
が
り
）
が

少
な
い
た
め
に
起
こ
る
問
題

で
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は

根
本
か
ら
直
さ
な
け
れ
ば
解

決
し
ま
せ
ん
。
現
在
は
瑕
疵

担
保
責
任
保
険
で
１
２
０
㎜

以
上
差
を
設
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
外
部
に
出
る
場

合
は
、
段
差
を
工
夫
し
て
跨ま
た

ぐ
よ
う
に
出
る
こ
と
で
家
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３

☎
０
４
６
７･

47･

５
４
５
４
　http://www.hyuuga.co.jp

窓
を
ま
た
ぐ

140

　
１
月
７
〜
10
日
逗
子
文
化

プ
ラ
ザ
。

　
１
面「
旭
日
　
湘
南
富
士
」

の
画
家
、
佐
藤
泰
生
さ
ん
の

作
品
で
作
ら
れ
た
「
逗
子
か

る
た
」
の
原
画
展
。
逗
子
市

政
70
周
年
の
意
味
も
兼
ね
て

制
作
さ
れ
た
。
51
枚
の
絵
札

は
ク
レ
パ
ス
や
ア
ク
リ
ル
絵

の
具
で
描
き
コ
ラ
ー
ジ
ュ
、

金
箔
、
ガ
ラ
ス
絵
な
ど
の
技

法
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
10
日
11
時
、
佐
藤
さ
ん
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
。

　
逗
子
ま
ち

な
か
ア
カ
デ

ミ
ー
☎
０
９

０
・
６
１
１
４

・
１
７
４
８

「
逗
子
か
る
た
」
原
画
展

はしご乗り

　
２
月
15
日
14
時
、
鎌
倉
商

工
会
議
所
。
横
浜
国
立
大
学

教
育
学
部
教
授 

書
家
『
美

文
字
王
子
』
の
愛
称
で
知
ら

れ
る
青
山
浩
之
さ
ん
の
講
演

会
。
無
料
。
15
日
〜
要
申
込
。

日
本
総
合
書
芸
院
☎
23
・

２
１
０
０

文
化
講
演
会
「
書
の
芸
術
と
は
」

青山浩之さん

ア
ー
ト
で
楽
し
む
逗
子
の
魅
力

「イルカ」の原画

日
中
韓
の
３

カ
国
で
文
化
交

流
を
す
る
「
東

ア
ジ
ア
文
化
都

市
２
０
２
５
鎌

倉
」
の
閉
幕
式

が
昨
年
12
月
２

日
、
鎌
倉
芸
術

館
で
行
わ
れ
、

約
６
５
０
人
が

観
覧
し
た
。

こ
の
事
業
は

日
中
韓
文
化
大

臣
会
合
で
の
合

意
に
基
づ
き
、
国

が
開
催
地
を
選

定
し
、
そ
の
開

催
地
に
お
い
て

１
年
間
文
化
交

流
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
も
の
。

鎌
倉
市
は
、
中
国
の
マ
カ

オ
特
別
行
政
区
と
湖こ

州し
ゅ
う

市
、

韓
国
の
安あ
ん

城そ
ん

市
と
と
も
に

「
２
０
２
５
年
東
ア
ジ
ア
文

化
都
市
」
に
選
定
さ
れ
、『
千

年
先
の
鎌
倉
へ
、
は
じ
め
の

一
歩
』
を
テ
ー
マ
に
昨
年
１

年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

展
開
し
て
き
た
。

１
月
の
マ
カ
オ
春
節
パ

レ
ー
ド
（
派
遣
）
に
始
ま
り
、

中
国
・
韓
国
の
開
催
都
市
で

の
開
幕
式
・
閉
幕
式
な
ど
の

（
派
遣
）
交
流
事
業
、
鎌
倉

で
の
開
幕
・
閉
幕
式
典
や
平

山
郁
夫
絵
画
展
な
ど
の
特
別

事
業
、
公
募
の
民
間
団
体
等

主
催
事
業
の
助
成
事
業
、
認

証
事
業
な
ど
総
計
93
件
の
事

業
が
行
わ
れ
た
。

一
昨
年（
２
０
２
４
）の
開

催
地
・
石
川
県
は
震
災
に
よ

り
事
業
が
中
止
と
な
っ
た
が
、

鎌
倉
の
事
業
に
小
学
生
の「
能

登
え
ん
そ
く
」・
写
真
展
、
金

沢
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏

会
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

湖
州
市
の
開
幕
式
で
鎌
倉

詩
吟
詩
舞
連
盟
が
、
韓
国
の

祭
り
と
閉
幕
式
で
は
鎌
倉
能

舞
台
が
、
伝
統
芸
能
を
披
露

す
る
な
ど
他
の
開
催
国
で
の

交
流
事
業
も
行
わ
れ
た
。

鎌
倉
に
招
待
し
た
韓
国
の

学
生
が
鎌
倉
女
子
大
学
の
学

生
か
ら
着
物
の
着
付
け
や
茶

道
・
書
道
を
学
ん
だ
り
、
中

国
や
韓
国
に
派
遣
し
た
鎌
倉

の
中
学
生
が
現
地
で
伝
統
工

芸
の
制
作
を
体
験
し
た
り
す

る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
参
加

者
か
ら
大
変
意
義
深
か
っ
た

と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

鎌
倉
市
の
２
０
２
５
年
度

の
当
初
予
算
と
し
て
こ
の
事

業
に
１
億
８
千
万
円
が
組
ま

れ
て
お
り
、
う
ち
７
千
万
円

は
文
化
庁（
国
）が
負
担
す
る
。

昨
年
12
月
の
閉
幕
式
は
、

湘
南
打
々
鼓
の
和
太
鼓
で
幕

を
開
け
、
松
尾
崇
鎌
倉
市
長

か
ら
次
期
開
催
地
・
松
本
市

の
臥
雲
義
尚
市
長
に
バ
ト
ン

が
手
渡
さ
れ
た
。

韓
国
・
安
城
市
の
ナ
ム
サ

ダ
ン
バ
ウ
ド
ギ
プ
ン
ム
ル
団

の
ナ
ム
サ
ダ
ン
ノ
リ
、
鶴
岡

八
幡
宮
の
浦
安
の
舞
が
披
露

さ
れ
た
が
、
中
国
は
今
回
出

席
で
き
ず
、
開
幕
式
で
表
演

さ
れ
た
マ
カ
オ
の
広
東
オ
ペ

ラ
、
湖
州
市
の
歌
舞
踊
「
掃そ
う

蚕さ
ん

花か

地ち

」
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
出
さ
れ
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は

出
演
者
全
員
が
舞
台
に
立
ち
、

華
や
か
に
幕
を
閉
じ
た
。

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
事
業

担
当
の
勝
勇
樹
担
当
課
長
は

地
震
や
津
波
な
ど
大
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
時
に
、
被
災

者
が
い
る
地
域
を
巡
回
す
る

医
療
チ
ー
ム
の
編
成
を
、
鎌

倉
市
医
師
会
が
進
め
て
い

る
。
山
口
泰
・
同
医
師
会
会

長
が
明
ら
か
に
し
た
。
来
年

度
中
に
態
勢
づ
く
り
を
終
え

た
い
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
災
害
時
に
は
、

市
内
の
小
学
校
２
、３
校
に
１

か
所
救
護
拠
点
を
つ
く
り
、

医
師
・
看
護
師
、
歯
科
医
師
、

薬
剤
師
ら
が
、
そ
こ
に
出
動

し
対
応
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
た
。
し
か
し
、
孤
立
す
る

地
区
や
身
動
き
が
で
き
な
く

な
る
人
が
出
る
こ
と
を
想
定

し
、
医
療
側
が
救
護
隊
を
つ

く
っ
て
巡
回
す
る
態
勢
に
す

る
。
そ
の
場
で
の
応
急
処
置

や
、
持
病
の
薬
を
切
ら
し
た

人
へ
の
処
方
も
可
能
に
な
る
。

旧
鎌
倉
地
区
は
鎌
倉
市
役

所
に
、
そ
れ
以
外
は
大
船
行

「東アジア文化都市２０２５」
華やかに鎌倉で閉幕式

 

災
害
時
に
巡
回
救
護
隊
を
編
成

   

鎌
倉
を
先
頭
に
さ
く
ら
ネ
ッ
ト
普
及
を

山
口
泰
・
鎌
倉
市
医
師
会
会
長

中国で中学生が体験学習

「
未
来
に
つ
な
げ
る
き
っ
か

け
、
最
初
の
一
歩
が
き
れ
た

の
で
、
続
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

政
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
巡
回

す
る
。
協
力
し
て
も
ら
え
る

医
師
は
す
で
に
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
て
お
り
、
市
の
歯
科
医

師
会
や
薬
剤
師
会
に
も
呼
び

か
け
る
。
湘
南
鎌
倉
総
合
病

院
や
大
船
中
央
病
院
な
ど
と

の
連
携
も
図
っ
て
い
く
。
訓

練
も
し
た
う
え
で
、
来
年
度

中
に
は
形
に
し
た
い
と
い
う
。

ま
た
医
療
・
介
護
情
報
を

地
域
で
共
有
す
る
「
さ
く
ら

ネ
ッ
ト
」
の
い
っ
そ
う
の
普
及

も
図
る
。
昨
年
８
月
、「
一
般

社
団
法
人
さ
く
ら
ネ
ッ
ト
協
議

会
」が
設
立
さ
れ
た
。
横
須
賀
、

鎌
倉
、
逗
子
、
三
浦
各
市
と
葉

山
町
、
横
浜
市
南
部
の
一
部
を

サ
ー
ビ
ス
範
囲
と
し
、
市
民

の
医
療
・
介
護
情
報
を
、
地

域
の
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
、

介
護
施
設
な
ど
で
共
有
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

参
加
す
る
施
設
は
12
月

初
め
の
段
階
で
、
病
院
26
、

診
療
所
１
０
２
、
薬
局
22
、

訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

22
、
介
護
事
業
所
45
。
し
か

し
、
登
録
し
た
住
民
は
ま
だ

１
万
６
千
５
百
人
余
り
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
　
そ
の
中

で
は
、
鎌
倉
市
民
の
登
録
が

圧
倒
的
に
多
い
と
い
い
、
ま

ず
鎌
倉
で
大
き
く
普
及
さ
せ
、

そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
見
せ
て
他

に
広
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
。

横
浜
市
鶴
見
区
、
神
奈
川

区
、
港
北
区
で
は
、
同
じ
よ

う
な
医
療
情
報
共
有
シ
ス
テ

ム
「
サ
ル
ビ
ア
ね
っ
と
」
が

発
足
し
て
い
る
。
双
方
か
ら

広
げ
て
い
っ
て
、
い
ず
れ
は

つ
な
ぎ
、
さ
ら
に
他
の
地
域

に
拡
大
し
て
い
く
構
想
だ
。

や
は
り
医
療
情
報
の
共
有

を
う
た
う
マ
イ
ナ
保
険
証
と

の
違
い
を
、
山
口
会
長
は
強

調
す
る
。

「
マ
イ
ナ
保
険
証
の
情
報

は
少
な
す
ぎ
る
し
、
更
新
が

遅
す
ぎ
て
実
用
性
が
な
い
。

さ
く
ら
ネ
ッ
ト
な
ら
血
液
検

査
の
結
果
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
、

Ｃ
Ｔ
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像
、

内
視
鏡
の
所
見
な
ど
多
く
の

情
報
が
直
接
見
ら
れ
る
」

ま
た
鎌
倉
市
で
乳
が
ん
検

診
の
中
心
だ
っ
た
同
市
笛
田

の
湘
南
記
念
病
院
が
、
来
年

３
月
で
外
来
診
療
や
検
診
を
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
医
師
会
と

し
て
検
診
対
応
期
間
を
延
長

す
る
な
ど
の
対
策
を
と
る
。

12
月
号
『
鶴
岡

八
幡
宮
宮
司
の

鎌
倉
案
内
〜
後
世
に
伝

え
た
い
歴
史
と
文
化
』

の
記
事
で
𠮷
田
茂
穗
宮

司
と
安
部
龍
太
郎
さ
ん

の
お
名
前
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。「
茂
穂
」「
阿

部
」
と
あ
る
の
は
正
し

く
は
「
茂
穗
」「
安
部
」

で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

訂
正

中学生が韓国で民謡体験
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